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イエス復活、完全回復（ヨハネ20:19-23）
皆さんに祈っていただいて、中国の働きを恵みの内に終えて、無事、帰ってきました。今回も、神様からいろいろ示されることもあったし、また、日本での働きをどのようにしていくのが望ましいことなのかも考えさせられました。それが、祈りの課題でもあるし、神様がそのように導かれると信じております。
私たちが、生きていく中で、いつも思いどおりにうまくいくわけではありません。物事がうまくいかないときに、また、様々な困難にぶつかるときに、つい自分の何かのゆえにという罪責感や、あるいは自分のせいにしてしまったり、他人のせいにしてしまったり、ときにはこの世のせいでそうなのだと思うことがあります。しかし、そのように思うと、より深い沼に溺れ、そこから抜け出すことができないような状況が繰り返されるだけです。なぜかと言いますと、そのような理由がもっともな理由であっても、それは宗教の感覚です。宗教的な価値観に基づいて評価し、物事を判断した結果ですので、中々、その鎖を断ち切って抜け出すことが難しくなるだけです。私たちがイエス・キリストを信じるクリスチャンであれば、このように考えなければなりません。

イエス様を信じることの祝福が何かよく分かっていないからそうなのです。イエス様を信じる祝福が、どれほど大きいものなのか。そして、それを実際的に味わうことがないからそうなってしまうのだと考えていかなければなりません。それを福音的な価値観と言います。もっともな話であり、前後が合っているように思われていても、宗教的な感覚の話は私たちの助けになりません。だから、これからクリスチャンとして物事がうまくいかないときに、何か困難がやって来たときに、ぜひ、自分の何か、他人の何か、世の中の何かと思わないで、イエス様を信じる祝福はそのすべてを乗り越えられる大きなものでありますので､それをどこかで見落としてしまった、どこかでそれを忘れてしまったのではないかと考えて、そのすべてが益となるクリスチャンであっていただきたいと願います。
今日の聖書を見ますと、イエス様が十字架にかけられて3日目に死者の中からよみがえられました。その後、弟子たちのところに訪ねて来られた場面です。イエス様がお墓の中からよみがえられたというのは、イエス様が元々、神様から人間に与えられている祝福を罪によって全部、奪われてしまいましたが、また失ってしまいましたけれども、その失ってしまった祝福をすべて完璧に取り戻すために約束されたキリスト、その方だったのだという最高のお証しであり証拠です。イエスは十字架にかけられて3日目にお墓の中からよみがえられました。イエスは復活なさいました。ですから、イエスは失ってしまった祝福を完璧に回復させるキリスト、その方であるということを疑ってはなりません。その復活のイエス様が弟子たちのところに訪ねて来て、約束通り、失っていたすべての祝福を回復する場面です。

その復活のイエス様が弟子たちのところに訪ねて来られて、その第一声が何だったでしょうか。「あなたがたに平安があるように」でした。しかも、イエス様が十字架にかけられる前におっしゃった内容とは、ニュアンスがまったく違います。第一声です。少しも迷わずに、もうこれからはすべてが変わったのだという雰囲気です。すべての祝福を回復するための救いのみわざ、働き、十字架で血を流されて、お墓の中に入れられて、その死の力を打ち破ってよみがえられるまで、すべての作業が終わったのです。その後の、第一声です。あなたがたに平安があるように。つまり、復活のイエス様、キリストであるイエス様は、人生のまことの平安を回復する方であります。人生のまことの安息を回復させる方です。そのことをまず覚えていただきたいと思います。

人間のまことの平安はどこから始まったのでしょうか。それは創造主の神様が、人を作られたときに神のかたちに作られて、人間だけが唯一、神様と交わることができる、神様がともにおられることができる霊的な存在として作られました。それから、人間を中心にして、宇宙万物を創造される創世記の働きをなさいます。そのすべてが終わった後、神様がこのように評価されます。見るに非常に良かった。つまり、パーフェクトであり、完全であり、完璧だったという感想です。なぜでしょうか。神様であり、神様がなさったことなので。完璧で完全であるという概念は、神様にしかないものです。それに基づいて、その創造の働きが終わった次の日、第七日目を安息日とおっしゃり、神様ご自身が休まれて、人々にまことに安息、平安という賜物、プレゼントを与えられました。そこがまことの安息、まことの平安のスタートです。つまり、人間位必要なまことの平安、すべての不安に打ち勝って勝利できる人生において最高の武器である、まことの安息というものは、完璧で完全である神様の御旨で、その神様がなさったことの上で成り立つものです。どこか騒ぎがなく、トラブルがなければ、平安になるということではありません。逆に、騒ぎがあり、困難がやってくると不安になり、平安がどこかに富んで行くようなイメージがありますが、それはすべて偽物です。まことの平安は、完璧なる、完全なる、永遠なる神様の御旨で、その神様に基づいて神様がなさったことの上に成り立つものです。その神様を信じる信仰に立ったときに、私たちの心の中に与えられるものが平安です。

なぜ不安なのでしょうか。どうすれば不安から自由になれるのでしょうか。今、不安になる様々な要素があり、その要素を消せば平安になると皆、思っていますが、不安にならざるをえない環境、要素があるから不安になるわけではありません。完全で完璧なる創造主の、神様も知らないから、神様から離れているから、神様を信じる信仰が欠けているので、不安という暗やみのものをもって闇の勢力が私たちの心を攻撃してきているだけのものです。ですから、まことの平安を、人が罪を犯すことによって、神様を失い、その安息と平安もすべて失うようになりました。それから、人の人生は不安だらけの人生になるしかありません。私たちに現れるすべての問題の一番根っこの方は結局不安なのです。なので、言葉を変えますと、不安に打ち勝って揺れることのない平安を持っていれば、その人の人生は勝利するようになります。何があろうが、どんな壁にぶつかろうが、必ず、勝利するようになります。人生最高の武器は、揺れることのないまことの安息、平安です。それをすべて失うようになりました。それでは人間が人間になれないし、人生は、人生らしい人生を送ることができないと神様はご存知なので、まことの平安、失ってしまったまことの安らぎを取り戻す約束をされます。その約束がキリストです。キリストを送ることによって、失ってしまったまことの安息をあなたがたにまた取り戻す。不安でしょう、不安でしょうがないでしょう。右を見ても左を見ても東西南北、不安だらけではないでしょうか。それに負けないで勝利できるまことの平安をあなたがたに与えるから、そのためにキリストを送ります。その約束が成就されました。そのキリストが、二千年前に処女マリヤから生まれたイエス様です。そのイエス様が、失ってしまったまことの平安、不安に捕らわれどうしようもない人生を助けるためのまことの平安のために、十字架にかけられて自ら犠牲のいけにえとなられて、私たちのすべての罪を背負って身代わりとし死なれます。
それから、本当に真の平安を取り戻すことができるのだという証拠として、死者の中から3日目に復活なさいました。つまり、失ってしまったすべての祝福、特に失ってしまったまことの平安とまことの安らぎ、それを回復するためのすべてが完了したということではないでしょうか。今日の場面はその後の話です。そのイエス様が、復活のイエス様がまことの平安とまことの安らぎを回復させることができるすべてを終えられた勝利のイエス様が、不安で怖くてドアを閉めていた弟子たちのところに訪ねて来て、「ドアなどを気にせず、この壁をそのまま素通りできるような体に変えられていました。弟子たちの前に現れて、第一声が「もう終わったのだよ。不安の人生はもうおしまいです。失っていた神様のプレゼント、人間にのみ許されているまことの安らぎとまことの平安、それが回復したのです。あなたがたに平安があるようにとおっしゃいました。復活のイエス様、キリストなるイエスを信じるときに揺れることのない、そして、失ってしまったまことの安らぎ、人生の勝利のために最高の最武器である、それがなければ人生の勝利は期待できません。そのまことの平安と安らぎを回復するようになります。だれでもキリストなるイエスを信じる者は、まことの平安を取り戻して自分のものにすることができます。イエスは復活なさいました。もうこれ以上、何もいりません。これからは万々歳、イエスを信じる者は誰でもまことの平安とまことの安らぎの主人公になります。もうこれ以上、不安におびえる必要はありません。不安におびえる理由は、冒頭でも申し上げましたように、このイエス・キリストを信じることがすべての祝福の回復だということを忘れているか知らないでいるかだけです。皆さんの心の中では、当たり前に不安材料があるから不安になるしかないという図式を持っています。そのような方程式に捕らわれています。しかし、それはすべて嘘です。不安材料があるから不安ではありません。まことの安らぎの主人公、イエスを忘れるから不安なのです。イエスは復活なさいました。イエスは、まことの安らぎを回復させます。復活のイエス様が、一番最初に口にしたのが「あなたがたに平安があるように」とおっしゃいましたことを忘れないでください。
イエス様は、おっしゃいました。すべて疲れて重荷を負っている者は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます。また、おっしゃいました。わたしがあなたがたに平安を残します。この平安は世が与えるものとは違うのです。礼拝をささげている兄弟姉妹の皆さん、いまだ何かのことで不安なのでしょうか。その不安である理由が何なのかということを吟味してください。本当にそのことで不安になるしかないものでしょうか。もしかしたら、あなたがたに平安があるようにと、まことの安らぎと平安を回復させました復活のイエス様を信じる信仰をどこかに無くしているからではないでしょうか。ですから、もし何かの理由で不安である場合は、洗濯も考え方もすべてずれてしまうので、良く考えてください。不安な場合は、不安を消そうとしないで「なるほど、今、私はまことの安らぎの主である復活のイエスをどこかで見落としているのだ」と、その信仰をしっかり握って回復しなさいという神様からのサインとして、神の御声として聞いて、その方向に祈りを絞っていただきたいと願います。あなたがたに平安があるようにとおっしゃったのは、このような意味です。今までのような不安、滅びの人生はもう終わりました。それとは決別しました。さようならしました。しっかりしなさいよという意味です。あなたがたは世が与えるのとは違う平安の主人公です。理由は、イエスは復活なさいました。信じてください。復活のイエス様が、そのまことの平安を宣言しつつ、その理由をこのようにおっしゃいます。

もうこれ以上、今までのようになにかに捕らわれて、過去に捕らわれている必要はありません。何かの不安に捕らわれて、足が止められて引っ張られるような人生はもう終わりました。だから、父がわたしを世に遣わしたように、わたしもあなたがたをこの世に遣わしますと。この世に遣わされるべきなのに、不安に捕らわれていてはそれが無理です。ですから、復活のイエス様がはまず、不安におびえるしかない人生に終止符を打って、新しい人生に変えて、まことの平安とまことの安らぎを味わう人生に私たちを変えます。それがイエス・キリストを信じることです。当然ながら、復活のイエス様は、私たちに人生のまことの意味を回復させます。先ほども申し上げましように、世に遣わすと復活のイエス様が、おっしゃいました。つまり、これからは生きる理由が変わったのです。クリスチャンは存在の理由が違います。元々、人間の存在の理由は成功するためでもないし、目的を達成するためでもありません。温かい家庭を築いて、そこで幸せに暮らすためでもありません。ましてや、食べて飲むための理由ではありません。人間は尊い神のかたちとして作られた尊い存在です。だから、人間本来の存在の理由は、創世記1：27に書いてあるように、増えよ。埋めよ。地を満たせよということです。その意味は、地上のすべてをもって神の栄光を現しなさいということです。その特別な目的によって作られたのが人間です。他の被造物、動物には、そのようなことは不可能であり、最初から存在しません。ただ唯一、人間だけです。だから、増えよ。生めよ。地を満たせよとおっしゃいました。つまり、人間は、その本来の存在の理由が、勉強するためでもなく研究をするためでもありません。有名な何かになるためでもありません。神の栄光を現すためです。しかし、創世記3章において、人は罪を犯すことによって、この本来の聖なる目的は全部、喪失するようになります。それから、人類は自分なりに理由をもって人生を生きています。国家のレベルでも、個人のレベルでも。でも、それがすべて最初の本来の目的とは全く違う、間違っている理由をもって人生を生きるようになりました。イエス様はおっしゃいました。何を食べるか、何を飲むか、なにを着るかと、そういう目的をもって人生を生きることになりました。まるで動物感覚で。成功のために人生を生きる存在になりました。人間は、そのような存在ではありません。唯一、神の栄光を現す存在です。その間違っている理由のゆえに、国と国との間には戦争が絶えないし、また、社会も何をどう変えようが変わりません。
その中で神様は、このままでは人生がだめなので本来の人生の目的、存在の理由を回復することにしました。そのために、キリストを約束されたのです。そのキリストがイエス様です。イエス様が、十字架にかけられてよみがえられることによって、この目的を回復させることになりました。ゆえに、誰でもこの復活のイエスを信じる者は、人生の意味が、生きる理由、存在の目的が変わります。本来の人間の目的、姿に戻って、尊い聖なる人生を生きるようになります。それが何でしょうか。神様の栄光を現すこと、イエスの復活の後、神様の栄光を現すということは、世界中の人々が滅びていくのに、この救いのイエス・キリストを宣べ伝えることによって、暗やみに捕らわれている国々、町々、人々を助けることが神様の計画であり、それを実行して行くというのが神様の栄光を現すことです。だから、イエス様は復活なさって弟子たちの前に現れ、第一声が「平安があるように」。そして、次の言葉が、「あなたがたを世に遣わします。あなたがたは人間を本来の尊い目的、存在の理由を回復したのです。何を食べるか何を飲むか何を着るかなどを求めたり、それらを祈ったりする人生はもう終わりました。まず、神の国と神の義を求める存在だとおっしゃっています。

神様に栄光を現す、それは福音宣教です。福音宣教は、訓練を受けた人がやる特別なことではありません。このことがひとりひとりに回復で来たときに、神様の答えと神様の奇跡の門は開かれます。神様に恵まれたと涙をこぼして感謝をささげる人でも、復活のイエスによって自分がこのような存在に回復できたということに中々、気づきません。それでも生きる理由は家族のためです。それでも生きる理由は自分の仕事です。それでも生きる理由は自分の才能を咲かすためなのです。そうではありません。ダビデは、イスラエルの最高の王でした。けれども、一度も自分が王様だと思ったことがありません。これは神の栄光を現すための道具であって、私の王様は神様だと。エステルは王妃でしたが、王妃が目的ではありません。時期になって、私が死んでもよい。神の栄光のために王妃の立場を用いていたのです。それがクリスチャンです。そういうことができるように神様は、イエス・キリストの復活を通して、それを私たちに回復させるのです。復活のイエス様は、人生のまことの意味、理由を回復させる方です。
パウロは言いました。私は今、死んで天国に行くほうがずっとうれしいことだ。世にいる理由がない。ただ神の栄光を現す唯一の方法、福音宣教のためであれば生きる価値がある。なぜ、そういうことが言えるのでしょうか。イエスの復活によって、本来のという問い人生の理由が回復できると分かっていたからです。私はこれっぽっちも疑わず、迷わずに言えます。福音宣教と関係なく、大金持ちになり出世したとしても、それは全く成功とはいえないし思いません。生きる理由は成功のためではありません。子どもを育てる理由は何でしょうか。そこが変わらないと、つまり、自分は今、復活のイエス様によって回復できた祝福をまるきりわかっていないということなので、その人生は明らかなことではないでしょうか。そのことをぜひ覚えていただきたいと思います。
復活のイエス様によって、何が回復できたのか。今、申し上げているのは、今日の聖書に書いてある内容だけです。すべてを回復させます。正常に戻します。正常な人間は、あなたの魂が幸いであるように、すべての面で幸いであり、健康であるように。順番がそのように変わります。それが正常なヒューマン、人間です。神を知らない限りは、本当は人間とは言えません。それをすべて復活のキリストが回復させるのです。まず、神から離れ、不安になるしかない人生に終止符を打って、何がどう変わろうが揺れることのない、世が与えるのとは違うまことの平安と安らぎを回復させ、人生の勝利を与えられます。何ものにも捕らわれる必要はありません。弱さも不安になりません。攻撃も不安材料ではありません。なにも私の足を止めることができる者は存在しません。だから、あなたがたはこの世に出て行って福音宣教のために人生を生きていきなさい。それが本来の人間の姿です。復活のイエスによって、それを回復したのです。その祝福を味わいなさい。生きる理由です。復活のイエスの前に、しっかり立つまでは、自分なりにはどんなにすごい計画とプランを持って、あるいは野心、欲望などをもって頑張るか分かりませんが、それは本来の人間の姿ではありません。生きる存在の理由でもありません。そこには本当の意味で喜びも実は存在しません。皆さん、金持ちから喜びを見たことがありますか。博士の知識の中に、喜びがあることを見たことがありますか。本物の喜びはありません。本来の姿とかけ離れているので、本来の人間の生きる尊い目的からは遠ざかっているわけですから、そこに本物のうれしさなどは存在するはずがありません。父が、神様がわたしを世に遣わしたように、わたしもあなたがたを世に遣わします。福音宣教こそが、これから生きる理由として、そのような存在に回復しました。教会に長年通っている人だけではありません。それをおっしゃった次に、イエス様は、このようにおっしゃいました。
息を吹きかけて、聖霊を受けなさいと。イエス様が復活なさった後、一番の特徴がこれです。つまり、復活のイエス様は人生のまことの力を回復させます。イエス様が復活なさるまでは、聖霊を受けなさい、息を吹き込む、そういうことはありませんでした。これはイエス様が十字架であがないのすべてを終えられて、復活なさってから可能になるものなのです。聖霊を受けなさい。それから、天に昇られました。その時から、本格的に人生を生きるために、特に神の栄光を現すための福音宣教のためのまことの力が与えられる時代が始まるようになります。聖霊充満、聖霊のバプテスト、聖霊内住などの祝福が、イエスの復活の後、始まりました。つまり、復活のイエス様は、どんな弱い人間でも、どのような状況であろうが、神の栄光を十分に現すことができる、何ものにも負けないで勝利できる上からのまことの勝利の力を与えられる方です。皆さんが今、信じているイエス様は、復活のイエス様です。その復活のイエス様が、復活によって何を回復させたのかを覚えていて、それが皆さんのものであることを覚えて、宗教に捕らわれないで、この回復している祝福を私は見落としているのだという感覚の持ち主になっていただきたいと思います。

実は、この聖霊を受けなさい、勝利のための神の栄光を現すためのまことの力を与えるためにイエス様は復活なさったといっても過言でもないものです。だから、イエスの復活、復活のイエス様となったとき、一番最初に思い浮かばないといけない、一番最初にイメージアップするべきものは何かというと、聖霊を受けなさい、聖霊の時代が始まった、これがイエスの復活なのです。すべての言い訳が消滅します。そのような人生に回復させます。なんと感謝でしょうか。皆さんはモーセやアブラハムが見上げていたキリストではなく、すべてを完成なさって復活されたイエス様を信じているのです。復活のイエス様は、すべてを完璧に回復させる方です。何か足りないと思っていてはいけません。何かに惑わされていてはいけません。なぜでしょうか。私が信じているイエス様は、復活のイエス様ですから。復活のイエス様は、人生を生きていくうちに、神の栄光を現す、つまり、福音宣教のための十分な力を回復させる方であって、そのことによって自分の限界を打ち破って超えることができる力、そして、自分の周りを初め、この世を変えることができる力を与えられます。それが復活のイエスを信じる者に回復させられました。それを味わっていないから、言い訳をしたり、誰かや環境のせいにしたり、また、自分のせいにしたりするでしょう。この回復が分かっていないから。復活のイエスは回復です。罪によって失ってしまったすべてを回復することです。復活、回復です。
そうならば、回復できたのでそれを大事に喜んで味わうべきではないでしょうか。そこにすべてがかかっているものではないでしょうか。誰かがよい悪いではなくて。そのサンプルが初代教会です。初代教会は、本当に無能な人ばかりでした。社会から疎外されている人ばかりでした。何かできそうな人がひとりもいません。それにもかかわらず、神の栄光を現して、結局はローマをひっくり返す力の持ち主になりました。聖霊を与えられて、聖霊充満によって。何が問題でしょうか。いまだ自分の弱さのせいにしているのでしょうか。親のせいにしていらっしゃるでしょうか。社会のせいにしていらっしゃるでしょうか。クリスチャンとしてそれは宗教です。見事にだまされることです。復活のイエス様は、そのすべての言い訳を消して、それに打ち勝つことができる力を回復させました。それをしっかりと見てください。それを味わってください。その力が自分のものであることを信じて、その力が自分に豊かに現れることを祈ってください。これが復活のイエス様が、弟子たちの前に現れておっしゃった内容から私たちが読み取れる回復の祝福です。信じてください。もうすでに回復しました。何か言い訳をしようとするときに、何か不安におびえているときに、すぐに思い出してください。回復。そうする必要はない。イエスによって、まことの安らぎを回復しているのではないか。イエス・キリスト、まことの創造の神がいつまでもともにおられるから、それを信じれば平安が与えられます。死の影の谷を歩いていても、平安が与えられます。不安材料が不安をもたらすものではなくて、完璧なる神様を信じる信仰から離れるから不安にやられるだけです。

そして、生きる理由を神の栄光を現す。私はここが足りないから、こういう状況だから伝道者としてはだめですというのは、すべて不信仰です。関係ありません。皆さん、イエス・キリストを信じるから、誰でも一人も例外なくこの人生の存在の理由を回復してもらいました。皆さんのものです。胸を張って、私は伝道者です。「お前のなにが伝道者なのか」というときに、イエスの復活です。それによって、そのように回復させられましたので、それを握ってください。私は伝道者だ。せっかく、イエス様が十字架で血を流されて、死の力を打ち破ってひとりひとりを伝道者として回復させたにもかかわらず、なぜそれを認めようとしないのでしょうか。皆さんを伝道者として、本来の人間の姿に取り戻すために、イエスは復活なさいました。イエスの復活がなければ無理なので。そして、それを十分全うできる聖霊充満を、天からの力を私たちに与えられます。それを誰でもイエスを信じる者は、この目的に目覚めて、そのために復活のイエスを信じる者には誰にでも与えられる力となります。特別な人ではありません。弱さがあっても、状況が険しくても構いません。十分打ち勝って勝利できます。そして、神の栄光を現すことができるまことの力が皆さんのものになっています。それが復活のイエス様が、皆さんひとりひとりにすでに回復させた内容なので、それを味わってください。
結論です。どんな過去であろうが、過去に捕らわれていてはいけません。復活のイエスを信じる者は、過去に捕らわれないように。それから、自分の存在の価値を確認してください。皆さんは過去のものではなくて、回復されているものです。回復させられた存在です。何が回復させられたのかということをよく覚えていてください。ですから、最後です。伝道に方向をしっかり絞ってください。それから、必ず、伝道の祝福が実を結ぶという確信を持って、それを全うできる力が十分に与えられるという確信を持って祈ってください。これでだめ、あれでだめということは存在しません。それで初代教会をサンプルとして私たちに与えたのではないでしょうか。だから、自信を持って確信を持って祈ってください。皆さんひとりひとりを通して世に遣わされて、その現場において、皆さんひとりひとりを通して福音宣教のわざが為されるようにセッティングされています。信じて祈ってください。何が足りないのでしょうか。目的も変えて、力も回復させ、後ろ向きにならないでもよいようにすべてを終えられて、まことの平安を回復させました。何がこれ以上、必要でしょうか。伝道者の祝福を十分に味わってください。お祈りします。
(祈り)

　愛する天の父なる神様、ありがとうございます。今日も、復活のイエス様が、不安におびえている弟子たちのところに訪ねて来て、「平安があるように。世に遣わす。聖霊を受けなさい」とおっしゃいましたそのみことばから、完璧な回復の祝福を教えられました。宗教の感覚を捨てて、イエス・キリスト、復活のイエスによって回復されました。その祝福に目を留めることができるように、福音の信仰をひとりひとりに与えてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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